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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 東 京大学 学長名 小宮山 宏 拠点番号 A08 

１．申請分野 
Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 「個」を理解するための基盤生命学の推進 

(Promotion of basic biosciences for the understanding of organisms' uniqueness) 
※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

   研究分野及びキーワー

ド 
<研究分野：基礎生物学>(分子遺伝)(形態形成)(環境応答)(行動生理)(種分化) 

３．専攻等名 
大学院理学系研究科生物科学専攻,同生物化学専攻,同附属植物園,大学院新領域創成科学

研究科先端生命科学専攻,分子細胞生物学研究所,医科学研究所,遺伝子実験施設 

４．事業推進担当者           計 19 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー)

 

Yamamoto Masayuki 

山本 正幸 
Fukuda Hiroo 

福田 裕穂 
Takeda Hiroyuki 

武田 洋幸 
Kamiya Ritsu 

神谷 律 
Kuroiwa Tsuneyoshi 

黒岩 常祥 
(平成15年3月31日辞退) 
Yokoyama Shigeyuki 

横山 茂之 
Fukada Yoshitaka 

深田 吉孝 
Sakano Hitoshi 

坂野 仁 
Tabata Tetsuya 

多羽田 哲也 
Nakamura Yoshikazu 

中村 義一 
Komeda Yoshibumi 

米田 好文 
Aoki Kenichi 

青木 健一 
Nonaka Masaru 

野中 勝 
Saigo Kaoru 

西郷 薫 
Uchimiya Hirohumi 

内宮 博文 
Murata Jin 

邑田 仁 
Saito Haruo 

斎藤 春雄 
Ohya Yoshikazu 

大矢 禎一 
Iino Yuichi 

飯野 雄一 
 

 

 

大学院理学系研究科 
 (生物化学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
 

大学院理学系研究科 
 (生物化学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物化学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物化学専攻)・教授 
 

分子細胞生物学研究所・教授 
 

医科学研究所・教授 
 

大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物科学専攻)・教授 
大学院理学系研究科 
 (生物化学専攻)・教授 
 

分子細胞生物学研究所・教授 
 

大学院理学系研究科 
 (附属植物園)・教授 
 

医科学研究所・教授 
大学院新領域創成科学研究科 

 (先端生命科学専攻)・教授 

遺伝子実験施設・准教授 
 

 
分子遺伝学 
理学博士 

植物細胞生物学 
理学博士 
発生遺伝学 
理学博士 
細胞生物学 
理学博士 
細胞科学 
理学博士 
構造生物学 

 
理学博士 

分子生物学・生化学 
理学博士 
分子生物学 
理学博士 
発生生物学 
理学博士 
分子遺伝学 
理学博士 

植物分子遺伝学 
理学博士 
集団生物学 
PhD 

免疫分子進化学 
理学博士 
分子生物学 
理学博士 

植物分子生物学 
PhD 

植物分類学 
理学博士 

分子細胞生物学 
理学博士 
分子生物学 
理学博士 
分子遺伝学 
理学博士 

 
 
個の再生産研究・教育 全体の総括 
 

個の形成研究・教育 教育プログラム担当 
 

個の形成研究・教育 教育プログラム担当 
 

個の応答研究・教育 
 

個の再生産研究・教育  
 

 

個の形成研究・教育 
 

個の応答研究・教育 
 

個の応答研究・教育 
 

個の形成研究・教育 教育プログラム担当 
 

個の形成研究・教育 
 

個の再生産研究・教育 
 

個の応答研究・教育 
 

個の応答研究・教育 
 

個の形成研究・教育 
 

個の再生産研究・教育 
 

個の再生産研究・教育 
 

個の応答研究・教育 
 

個の再生産研究・教育 
 

個の応答研究・教育 教育プログラム担当 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 175,000 141,000 141,000 
129,000 

（12,900）

119,050 

（11,905） 

705,050 

(24,805) 
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６．拠点形成の目的 

 生命科学は開花期を迎えたが、まだ謎の多く残され

た生命現象を理解していくためには、定型的作業によ

りしかるべき収穫が見込まれるプロジェクト研究とは

一線を画した、個別の地道な努力が不可欠である。こ

うした努力を強化し、我が国の生命科学の基礎を磐石

のものとするような学問分野を我々は「基盤生命学」

と呼び、本拠点を中心に基礎生命科学者を結集して推

進する。 

 基盤生命学が追究すべき主要なテーマとして、本COE

プログラムでは「個」を取り上げ、生命個体の有機的

構成や、独特の振舞いや、多彩な個性がどのように生

み出されてくるのかという未知の問題に迫る。また、

本拠点では多様なモデル生物を対象にする研究者が従

来の生命科学研究の階層構造を超えて協同し、問題解

決に取り組む。組織としてこのような試みは世界に先

駆けるものである。本COEは基礎生命科学に残された今

後の課題を「個」という切り口で捉える点、またその

解明に対してこれまでにない協同体制で基盤生命学

者が取り組もうとしている点で、世界に類を見ない組

織と言える。本拠点のような、生命科学の基盤の充実

を第一義の目標とし、目前の実益を標榜しない組織が

COEとして成果を挙げることが、我が国の科学の豊饒

さと健全さの証明となると考える。 

 本拠点の中核をなす大学院理学系研究科生物科学専

攻および生物化学専攻の２専攻は、これまでも高度の

研究を遂行するとともに、我が国の基礎生命科学分野

に多くの人材を供給してきた。両者が協力して階層横

断的かつ生物種横断的な基盤生命学を集中的に研究し、

大学院生を教育するシステムを確立することで、生命

科学の新しい領域を切り開く文字通りのセンターが出

現する。これまで離れた立場にいた事業推進担当者や

専攻所属研究者の間の相互作用・協同作業が強化され、

「個」を理解するための強い研究基盤が構築される。

教育面では、生物科学専攻と生物化学専攻が一体化し、

基盤生命学の講義や海外から一流研究者を招く特別講

義を恒常化させるとともに、大学院生の指導にも協力

するシステムを作り上げ、基盤生命学を身につけた若

手研究者を輩出する。 

 生命科学では、ゲノム配列決定やタンパク質構造決

定に代表される大規模プロジェクトが可能な時代と

なり、その範疇で大量の情報を供給している。しかし、

生命をより根源的に理解するためには常に新たなブ

レイクスルーを求める営みが不可欠である。本研究拠

点はこうした位置づけの上に基盤生命学を推進し、生

み出した研究成果と人材を関連する生命科学諸分野

および社会に提供する。 

 

７．研究実施計画 

 生命体である「個」は，タンパク質，細胞内器官，

細胞，多細胞集合体という各階層を統合したシステム

を形成し，環境からの刺激に応答して生命活動を展開

し、さらに自己の遺伝情報を子孫に受け渡して個体を

増やすことで生命を全うする。「個」のレベルで生命

を捉えようとすると、まだ余りにも多くのことが未知

のまま残されており、またそこに切り込む方法論も未

成熟である。本プログラムでは「個」の問題に焦点を

絞り、「個の形成」「個の応答」「個の再生産」の３

領域の研究を通じてその本質に迫る。遺伝プログラム

によって支配される生命現象の完璧な理解と、エピジ

ェネティックなメカニズムの関与の解明を目指し、新

たな法則性の確立を追究したい。各領域では以下の計

画を実施する。 

 【個の形成】複雑精緻な多細胞生物も、一つの細胞

である受精卵が発生して、形態形成、器官形成を経て

「個」としての完成をみる。さまざまなパーツがいか

なる発生の時系列で発現し、どのような相互作用の後

に機能的な個体を形成するかを体系的に理解すること

は、生命科学に残された大きな課題である。この領域

では、分化した細胞の集合体である器官の形成機構に

注目して、多細胞生物体制のかたちづくりと機能発現

の総合的な理解を目指す。具体的には、かたちづくり

の根本的な素材であるタンパク質やRNAについて立体

構造を明らかにし、その構築の原理を明らかにする。

遺伝学を駆使できるモデル生物での器官形成機構の研

究を行い、鍵となるタンパク質とその作用機構を明ら

かにする。得られた成果を統合し、基本的な分子メカ

ニズムを明らかにすることで、それらが構成する、例

えば脳のような極めて高度な構造の機能を保証する機

構の理解に努める。また、様々なモデル生物を比較す

ることにより、普遍的な器官形成の原理とともに、「個」

が持つ多様性が生じる機構の理解も進むことが期待さ

れる。 

 【個の応答】個々の生命体は、単なる遺伝子の総和

としての機械を超えた個性をもつように見える。生命

体は、外界とは独立した熱力学系として「個」を保ち

つつ、外界や他者からの働きかけに対して調和のとれ

た、しかも個性的な応答を行い、「個」たる特性を外

界に対して示す。この領域では、光、臭い、抗原、ス

トレスなどに対する「個の応答」について、統一した
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理解に至るための研究を推進する。外界からの刺激の

受容の特異性に始まり、刺激の伝達経路の特異性と普

遍性および刺激に反応する遺伝子の多様性を、単細胞

から哺乳類に至る種々のモデル生物において集中的に

研究し明らかにする。また、分子集合体や、細胞ネッ

トワークを協調させて一定の特性を持った応答を行う

機構を解析し、その普遍的な原理とともに応答の多様

性が生まれる基盤を明らかにする。刺激に対する応答

性が、概日周期など、生体の内部環境の変化によりど

う変化し、逆に内部環境にいかに影響を与えるかを明

らかにする。さらに、進化の道筋で生体の応答性が獲

得され複雑化した過程を研究する。いっぽう、応答性

の違いがいかに進化に反映され、生物種に一定の応答

性が確立していくのかを理論的に解析するとともに、

ヒトにおける応答の個人差にも分析を展開する。 

 【個の再生産】生命の継代に不可欠な生命個体の再

生産機構として、細胞はまず分裂により倍加する仕組

みを獲得し、多細胞となった多くの動植物はさらに性

を獲得して、有性生殖により「個」を再生産するよう

になっている。しかし、有性生殖が生ずるべくして出

現したものなのかは不明である。この領域では、酵母、

植物、動物を材料に、いかにして今日の複雑な個の再

生産戦略が生み出されたのかという問題を軸に研究を

進める。細胞が分裂した後に母細胞と同じ形態を作り

出す仕組み、花のような植物生殖器官の分化機構、減

数分裂を行う生殖系列細胞が樹立する機構を分子レベ

ルで追究する。減数分裂の分子機構を酵母で詳しく解

析するとともに、減数分裂機構の生物種間の変動を分

子・遺伝子レベル、あるいはマクロな分類学の立場か

ら解析する。また、特定種の植物が取っている繁殖戦

略を地誌学的に解析する。このような研究を通じて、

性あるいは生殖戦略の持つ意味合いを明るみに出すこ

とを目指す。 

 各事業推進担当者は、それぞれこれまでの研究の蓄

積の基盤の上に上記の研究項目を進めるが、領域とし

ての課題のまとまりに配慮し、生物科学専攻と生物化

学専攻の研究者間で、単なる情報交換に留まらない実

験材料の交換や人的交流などの協力体制を築くことを

目指している。教育実施計画で両専攻の協力を述べる

が、研究面でも両者の協力を強化し、組織的な一体化

を目指す。 

 

８．教育実施計画 

 本COE拠点を構成する、東京大学大学院理学系研究科

の生物科学専攻と生物化学専攻では、従来から課程を

修了した者が研究職に就く割合は高く、卒業生の約3分

の2は大学の教官となるか国公立あるいは民間の研究

機関に職を得てきている。従って、本COEに強く求めら

れているのは、この割合のさらなる拡大ではなく、研

究人材の質的向上、すなわち国際的レベルで独創的な

研究を担えるような人材の輩出であると捉えている。

また昨今の科学と社会の間の、多くは正しい情報の伝

達が欠落していることに起因する種々の問題に対応で

きるような、科学と行政、経済、言論界とのリエゾン

となるような人材の供給も目指したい。 

＜具体的な計画＞ 

 1) これまで緩い連合であった生物科学と生物化学の

両専攻にまたがる新たな教育組織をつくり、そこを中

心として「基盤生命学」教育を行う。この基盤生命学

教育に関しては、事業推進担当者に加え、多様な生物

を扱っている両専攻の教官の協力を要請する。 

 2) 従来の大学院教育に加えて、「個」に関する集中

的教育プログラムを行う。この際、生物横断的で事象

関連型の授業を研究と連関させながら行う。個の形成

に関しては「パターン形成」、個の応答に関しては「化

学物質応答機構」、個の再生産に関しては「配偶子形

成」などをテーマとし、生命現象の多様性の底に存在

する「個」の生命原理を理解するための教育を行う。 

 3) 毎年５人程度の超一流の外国人基盤生命学研究者

を短期招聘し、生物科学・生物化学両専攻からの先端

的研究者を交えて、短期集中型で徹底的な英語による

基盤生命学教育を行う。同時に、世界の生命科学の拠

点大学との間での学生交換に対して経済的サポートを

提供する。 

 4) 生命を広く理解するために、生命の多様性教育を

行う。生物科学・生物化学専攻は、理学系研究科附属

植物園、同附属臨界実験所、また、東京大学総合科学

博物館、国立科学博物館と大学院で連携している。こ

れらの研究施設は、世界的にトップクラスの膨大かつ

多様な生物資料を所有している。これらの資料を活用

して、分子生物学をも駆使した実習を行い、基盤生命

学の基礎となる真の生物多様性を理解させる。いっぽ

う、学部生を対象に実施している生物情報教育プログ

ラムを大学院教育に拡張する。これにより、生物種を

越えた共通原理を解くための手だてとして、バイオイ

ンフォマティクスを使いこなせるように教育する。 

 5) 拠点の研究プロジェクトに参加する大学院博士課

程の学生を、研究拠点形成アシスタント(RA)として雇

用し、研究に対する意欲と集中度の増大を図る。 

 6) 若手研究者の自立性を高めるために、若手シンポ
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ジウム・リトリートを開催する。これらの企画・発表

は特任教員・研究員・RAに主体的に行ってもらう。ま

た、彼らの研究旅行や研究費獲得により自由度が増す

ように大学内の制度整備を働きかけ、若手研究者の研

究環境向上に努める。さらに彼らに研究と社会とのつ

ながりを深く考えてもらうためのセミナーを随時開催

する。 

 

９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的達

成度 

 高水準の研究成果を達成するという観点では、事業

推進担当者が中心となり、Nature誌Article 2報、

Science誌Article 1報を含めて、生命科学の国際トッ

プジャーナル3誌（Nature, Cell, Science）に計11報

を発表した。特筆すべきはこれらの論文で本拠点のRA

を経験した大学院博士課程学生6名が主著者（equal 

contribution含む）となっていることであり、本研究

拠点の活動が、若手研究者の成長によって支えられて

いることを示している。また論文リストに明らかなよ

うに、多くの大学院博士課程学生が高度の研究業績を

挙げている。量的な比較でもCOEプログラム実施の前後

で研究業績が大幅に増加していることは明らかである。

したがって研究業績および若手の育成という面では

「想定以上の成果を挙げた」と評価する。大学院生育

成のために、大学院授業のカリキュラムを変更して生

物科学・生物化学両専攻が合同で教育にあたる授業、

実習を実施し、また海外から一流の講師を招いて集中

講義（国際基盤生命学特論）を行った成果が表れたと

考えられる。 

 生物科学・生物化学の二専攻の組織的一体化をも目

指すというのが本拠点の一つの目標であった。上述の

教育プログラムや、大学院生を中心とするリトリート、

若手発表会などの開催を通じて、両専攻間の隔たりは

これまでになく縮まった。ただし両専攻の物理的距離

を近づける建物計画が大学内ではまだ実現せず、組織

上の統合にまでは到達できていない。しかし、COE終了

後も共同で行う大学院教育体制は維持され、両者の協

力関係は不可避的に組織的改編を目指すものとなって

いる。組織面での目標については「想定どおりの成果

を挙げた」と評価する。 

 以上の状況を総合した自己評価は「１．想定以上の

成果を挙げた」としたい。 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 大学院生に対しては細かな成績評価よりもその将来

性に賭けるべきという立場から、できるかぎり多くの

大学院生をRAとして雇用し、可能なかぎりの経済的支

援を行った。その結果、毎年100名程度のRAを雇用する

ことになり、全国21世紀COEプログラム中最大規模の雇

用となった。学術振興会の特別研究員制度が特定大学

に偏らないように採用を行う中で、多くの優秀な学生

を抱える東京大学にとっては非常に有効なCOEプログ

ラムであった。その結果、博士課程在籍者約200名が平

成16,17,18年いずれも年１回以上の発表を行うととも

に、年平均0.5編の論文を公表した。また、COEによる

RA経験者を筆頭著者とする論文が、主要誌のみを取り

上げても、Nature 2報、Cell 2報、Science 2報、Nature

の姉妹誌1報、Neuron 2報、J. Cell Biol. 1報、PNAS 2

報、EMBO Journal 1報、Current Biol. 2報、Development 

3報、など、多くの一流国際誌に発表された。また、博

士課程２年のRAと教員および若手研究者を集めた合宿

形式のリトリートを後半の2ヶ年開催し、若手研究者間

の交流を行った。これにより、生物科学と生物化学両

専攻の垣根を越えた研究交流が行われるようになった。

一方で、生物科学専攻と生物化学専攻が、COEプログラ

ムを仲立ちとして大学院生に対する共通講義・実習を

開講し、両専攻の教員が共同で教育に当たる体制を新

たに築き、領域横断的な新講義７つを立ち上げた。特

に「国際基盤生命学特論I,II」は、発生学の名教科書

の著者S. Gilbert博士や、ホメオティック遺伝子の発

見者W. Gehring博士など一流の海外講師による講義で、

学生の国際的視野の醸成に多大に貢献した。同時に学

生のみならず若手研究者全体の底上げのために、特任

研究員・教員の雇用による若手研究者への経済支援も

行った。その成果は顕著であり、15̶17年の博士課程修

了者のうち大学の講師・助手に20名、基礎生物学研究

所助手など公的な研究機関の常勤的な職に28名、海外

も含むポストドクとして61名、企業に11名、いずれも

研究者として輩出した。 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的知見等 

 本COEの活動により多くの新しい学術的知見が得ら

れたが、ここでは特に重要と考えられる４つの成果を

紹介する。①拠点リーダーの山本（個の再生産担当）

は、分裂酵母の減数分裂に働く遺伝子のメッセンジャ

ーRNAに対して、栄養成長時に「選択的除去」という制

御が働き、細胞からそれらが積極的に取り除かれてい

ることを明らかにした。この除去に関わる分子機械の

実態を解明しつつあり、またこれまで減数分裂のマス

ター制御因子と考えられていたRNA結合タンパク質が
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この選択的除去システムをスイッチオフするものであ

ることを証明した。この発見は減数分裂制御の分子機

構に鋭く切り込んだものとして、国際的に高く評価さ

れている。②事業推進担当者の福田（個の形成担当）

は、植物において、前形成層細胞あるいは木部前駆細

胞から道管細胞への分化誘導を促進する細胞外因子ザ

イロジェンを発見し、その遺伝子の単離に成功した。

ザイロジェンはGPIアンカー様配列をもつ分子量18kDa

のアラビノガラクタンタンパク質と推定された。また、

植物の幹細胞からの分化を抑制する分子を発見し、12

アミノ酸からなるペプチド群であることを明らかにし

た。これらの成果は新規の植物シグナル伝達系の存在

を明らかにした先端的かつ独創的なものである。③事

業推進担当者の武田（個の形成担当）は、小型魚類ゼ

ブラフィッシュとメダカを用いて器官形成の解析を行

い、ゼブラフィッシュで体節形成の際に周期性を創出

する分子時計の作動原理を解明した。この成果はユニ

ークな業績として国際的に注目されている。武田はま

た、メダカゲノム解析に総括責任者の一人として参加

し、メダカ発生遺伝学およびゲノム進化学の基盤とな

るメダカドラフトゲノムを完成させている（Nature in 

press）。④事業推進担当者の坂野（個の応答担当）は、

嗅神経細胞の嗅球への軸索投射において、発現される

嗅覚受容体の種類によって規定される神経個性

（neuronal identity）が、軸索の収斂や投射位置決定

にどう反映されるかを解明し、嗅神経細胞における単

一受容体発現の分子基盤：One neuron - one receptor 

ルールを提唱した。嗅覚受容体にみられるこのルール

の解明は、生命科学における優れた業績として国際的

に認められている。坂野はさらに、マウス嗅球におけ

る嗅神経細胞の神経個性と軸索投射の関係を解析し、

cAMPシグナルが直接的役割を負うことも明らかにした。 

 以上の研究成果はすべてNatureもしくはScience誌

に発表されたものであり、TVあるいは新聞でも広く紹

介されている。 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 本プログラムでは、理学系研究科内の2つ専攻、生物

科学と生物化学に所属する教員を中心に、分子細胞生

物学研究所、医科学研究所等の教員も一部加わってい

る。微生物学から人類学まで幅広い分野を個の形成、

再生産、応答の3つの分野にグループ化し、大学院生の

教育、研究での連携を行ってきた。2つの専攻はそれぞ

れ独自の歴史と生命観をもち、さらに本郷キャンパス

内の両端で距離的にも離れて、独立の運営を行ってき

た。しかし、今回の21世紀COEプログラムにより、専攻

間、分野間の壁が一気に低くなった。特に、両専攻か

ら選ばれたWGメンバー、特任教員を中心に、共通講義、

国際シンポジウム、リトリートなどを企画し、COEプロ

グラムの一体的運営に成功した。 

平成17年度、18年度に行われた、RAとして採用して

いる博士課程2年生を対象としたリトリートには、事業

推進担当者のほぼ全員が出席し、泊まり込みで、それ

ぞれの研究の背景、内容、進め方について大学院生、

担当者と徹底的に議論を行った。深く幅広い議論を通

して、担当者間のそれぞれの研究についての相互理解

が深まった。これらを端緒に共同研究に発展した例も

あるが、その成果が具体的にでるまでにもう少し時間

が必要と思われる。連携が着実に進んでいることの裏

付けとして、学位論文審査会の審査員の構成が2つの専

攻にまたがるケースが増えている。そして、グローバ

ルCOEプログラムの申請では、本プログラムで実現した

推進担当者の連携を軸に、医学系研究科と合同プログ

ラムを提案することができた。 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

事業推進担当者の中には、プログラムのスタート時

点で、すでに国際的に活躍中の研究者も多かった。し

かし、研究者やグループ間の連携はなく、情報発信も

単独で行うことが多かった。本プログラムではCOE拠点

として、海外の研究者の招聘を積極的に行い、セミナ

ー、シンポジウム、国際講義を多数開催した。これら

はすべて、学内に公開し、学内の学生、研究者が多数

参加した。さらに、招聘研究者と学内の研究者との交

流会も随時行い、COE拠点として、また大学としての国

際的研究交流に貢献してきた。東京大学ではこの間に、

学内の生命科学研究者を中心にした横断的組織、生命

科学ネットワークがつくられ、本プログラムの推進者

はその中心的な役割を担って、大学としての国内外へ

の情報発信に貢献している。 

一方、大学院生へはRAとして経済的支援を与えて研

究に集中できる環境を整えると同時に、国際基盤生命

学等で招聘した著名な外国人研究者との交流の場を設

けて、英語発表能力の向上を促した。プログラム発足

前に比べると学生が英語の講義・講演に接する機会は

格段に増えており、拠点における学生の国際的資質の

向上は、最終的に大学の国際競争力向上に貢献するも

のである。 

6)国内外に向けた情報発信 

 東京大学においては、総長の主導のもと、本学に形

成された21世紀COE拠点全体について一体的な情報発

信の体勢を構築した。また、理学系研究科･理学部にお
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いても本研究科を中心として設置された4拠点につい

ての情報発信を行い、若手の研究成果の合同発表会な

どを開催してきた。主な活動は以下の通りである。 

･大学としての情報発信 

①東京大学ホームページ上に、トップページからリン

クする形で21世紀COEのページを作成した。この中で本

拠点の紹介を行った。②平成18年3月、『東京大学21世

紀COE―未来へ続く「知」がここにある』（日経BP社）

を出版し、この中で本拠点の紹介を行った。 

･理学系研究科としての情報発信 

①平成17年3月7日、各拠点で活躍する若手を中心に、

理学系21世紀COE合同シンポジウム『「萌芽」理学の森

へ』を開催した。②平成18年6月、日経BPムック「変革

する大学」シリーズ『東京大学理学部』を出版。この

中の記事で本拠点を紹介した。 

･本研究拠点単独での情報発信 

①本研究拠点のロゴマークを作成し、各種情報発信の

際に利用した。②東京大学21世紀COEホームページとは

別個に本拠点のホームページを作成し、拠点形成の目

的、組織、活動記録、研究成果等を随時記載した。特

に海外より招聘した講師による大学院講義と特別セミ

ナー、生物科学･生物化学専攻の大学院生対象のリトリ

ートなどの記録を画像を含めて詳しく掲載するととも

に、研究成果については平易な解説を行い、効率的な

情報発信に努めた。③平成18年11月11日、本COEの成果

発表を兼ねた国際シンポジウム『Frontiers of the 

Biology of Uniqueness: Development, Sensory 

Responses and Reproduction』を開催した。 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた

め効果的に使用されたか） 

 プログラムの初年度（平成１４年度）は実質的な研

究期間が短かったため、補助金の大きな部分が動植物

育成のための装置（生物科学専攻／バイオトロン、生

物科学専攻／動物管理装置）に投入された。これらの

装置は上述の福田および坂野の成果をはじめとする多

くの研究業績を生み出す原動力となり、有効に利用さ

れたということができる。平成１５年度以降は、大学

院博士課程の学生をRAとして雇用することに補助金の

５０％を使用し、研究拠点形成特任教員と研究拠点形

成特任研究員の人件費を合わせると、大部分を若手研

究者育成の経済支援に用いた。その結果RAの中からは

NatureやScienceに第一著者として論文発表する者も

現れ、補助金の使途を若手育成に集中したことは拠点

の活性化に大きく役立ったと考えている。また経費は

比較的少額であるが、海外の一流研究者を招聘して行

った大学院講義も若手教育の上で大変意義があった。

このような講義は大学の通常の教育予算では不可能で、

COE拠点形成プログラムで初めて実現したものである。 

②今後の展望 

 生物科学・生物化学両専攻の協力と相互作用により、

国際的に認められる高い研究業績を発信し、また若手

の育成に力のある拠点が形成できたということができ

る。21世紀COEプログラムの終了後もこの枠組みは堅持

し、大学院教育における協力関係を維持していくこと

となっている。適切な資金を探して、リトリートの取

り組みも続ける予定である。いっぽう組織の統一化に

ついては、単に名目的なものではなく、物理的に両専

攻が相互作用できる建物環境の樹立を目指しつつ進め

て行きたいと考えている。この考えで理学系研究科全

体の合意をとり、大学本部と交渉する予定である。両

専攻は平成19年度に、医学系研究科および分子細胞生

物学研究所と連携してグローバルCOEプログラムに申

請しており、もしそれが認められれば、これまでと同

様かそれ以上の規模の大学院学生の支援を行い、また

両専攻の一体化に向けたより強力な取り組みが可能と

なると考えられる。 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

えた影響度） 

 本COEプログラムの実施と並行するように、東京大学

においては生命科学分野の教育支援ネットワークと研

究ネットワークの二つの部局横断的組織が形成された。

拠点リーダーの山本は両組織の発足時から両者に委員

として参加し、また事業推進担当者の福田は教育支援

ネットワークの立ち上げに参画するとともに平成19年

4月からはネットワーク長を務めている。また山本は平

成19年4月から大学院理学系研究科長として研究ネッ

トワークの幹事会メンバーとなっている。このように、

本COEが申請時に目標のひとつとして掲げた東京大学

における基盤生命学研究者の幅広い結集という提案は、

これらの組織によってその一部が実現され、さらにそ

れらを基盤により充実した活動が図れるところとなっ

た。両ネットワークはシンポジウムを開催したり生命

科学入門用教科書を発行して生命科学の教育研究に資

する活動を行っており、本COEの目指したところもその

活動の一部に継承されている。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 
（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 
 平成18年11月11日開催・理学部2号館講堂 
 ２１世紀ＣＯＥ国際シンポジウム「個」を理解するための基盤生命学の推進 
 "Frontiers of The Biology of Uniqueness: Development, Sensory Responses and Reproduction" 
 参加人数133名(うち外国人参加者数8名)  
 主な招待講演者  
  Sam Kunes (Department of Molecular and Cellular Biology, Harvard University)  
  Konrad Basler (Institut fur Molekularbiologie, Universitat Zurich)  
  William Chia (Medical Research Council Centre for Developmental Neurobiology, King's  
  College London; Temasek Life Sciences Laboratory, The National University of Singapore) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

１．生物科学専攻と生物化学専攻の共同による大学院講義の新設 

生物科学専攻と生物化学専攻が、COEプログラムを仲立ちとして大学院生に対する共通講義・実習を目

的とし、両専攻の教員が共同で教育に当たる体制を新たに築き、領域横断的な13の新講義を立ち上げ

た。基盤生命形成学（福田裕穂、武田洋幸、西郷薫、横山茂之、多羽田哲也、中村義一）、基盤生命

応答学（神谷律、深田吉孝、坂野仁、野中勝、斎藤春雄、飯野雄一）、基盤生命再生産学（山本正幸、

米田好文、内宮博文、邑田仁、大矢禎一、青木健一）は本COEプログラムの３つの柱をそれぞれ教育す

るための講義である。基盤生命学特別演習１～４は多様性生物学や情報生物学など新規の演習、国際

基盤生命学特論１～４は主として外国人講師を招聘しての講義、21世紀COE特別講義１、２は基盤生命

学の最新のトッピクスに関する講義を行った。このうち、平均、毎年５つの講義が開講された。特に

「国際基盤生命学特論」は、発生学の名教科書の著者S. Gilbert博士や、ホメオティック遺伝子の発

見者W. Gehring博士など一流の海外講師による講義で、学生の国際的視野の醸成に多大に貢献した。

２．RA採用による若手研究者の経済支援 

大学院生に対しては細かな成績評価よりもその将来性に賭けるべきという立場から、できるかぎり多

くの大学院生をRAとして雇用し、可能な限りの経済的支援を行った。その結果、毎年100名程度のRA

を雇用することになった。RAとして採用されたものに関しては、最低年１回の発表を課した。この結

果として、RA経験者が、筆頭著者としてNature, Science, Cellの高い評価を持つ雑誌に６報をはじめ、

多くの雑誌にその成果を発表することとなった。 

３．リトリートによる博士課程大学院生の教育 

研究の分岐点にいる博士課程２年の学生が、お互いにまた多数の先生との間で討論を行い、研究の視

野を広げ、今後の自分の研究に活かすという趣旨で、合宿形式のリトリートを2005年7月7日～8日と

2006年7月7日～8日の２回行った。場所はずれも、東京大学三崎臨海実験所のセミナー室で、参加者は

博士課程２年の大学院生、若手研究者、教員、合わせて40名程度であった。企画はCOE特任助手が行い、

司会は学生たちが自ら行うという、若手主体の企画・運営方式がとられた。学生は、全員口頭で話し

徹底的に討論を行った。これにより、大学院生は広い研究の中での自分の研究の位置を理解し、その

後の研究の見直しが可能になった。また、生物科学専攻・生物化学専攻間の交流が、教員レベルだけ

でなく学生レベルで一層盛んになった。 

４．21世紀COE特別セミナー 

博士課程大学院生および若手研究者の視野を広げ、最先端の研究に触れさせるために、最先端の研究

をしている国内外の研究者を招聘してセミナーを行った。年に数回、実施した。主な演者は柳田充弘

博士（平成17年10月12日）、Richard Egel 博士（平成17年4月8日）、J.F. Crow博士（平成17年3月22日）

等である。 

５．理学系21世紀COE若手合同シンポジウム 

東京大学大学院理学系研究科の４つのCOEプログラム合同で、ＣＯＥ拠点の若手教員とTAが中心とな

って、シンポジウムを開催した。第１回目は2005年3月7日、8日に「萌芽」理学の森へというタイトル

で、第２回目は 2006年7月27日、28日に「真理の探究」というタイトルで、物質・宇宙・生命・環境

をキーワードとしたシンポジウムを開催した。これにより、若手研究者および博士大学院生の４つの

分野を越えたインタラクティブな関係を築くことを目指した。 
 



機関名： 東京大学  拠点番号： Ａ０８    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果  （総括評価） 設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント） 研究教育拠点形成計画全体については、「個」をテーマにした研究面と人材育成面において概ね達成されたと思われる。特に、異なる専攻に所属する教員間の研究・教育面での連携への取り組みが積極的に推進されたことが評価される。 人材育成面では、大学院生を含む若手研究者の研究業績が顕著であることに示されるように、期待された成果が得られたと評価される。一方、大学院生の教育支援策として若手研究者、教員によるリトリートの試みがなされており、教員の教育に対する熱意および意図は評価できるが、今後の更なる発展的展開を期待する。 研究活動面では、拠点形成教員の研究活動による新たな研究分野の創生、学術的知見の獲得は顕著であり、また異なる専攻に所属する教員間での共同研究の進展も認められる点が評価できる。 国際交流面については、海外からの研究者招聘は活発に実施されているが、海外派遣した大学院生の数とその結果等の自己評価について記載がなく、今後成果を明らかにすることが望まれる。 本プログラムのこれまでの成果を踏まえ、今後の展望についてより具体化することが望まれる。  

 



機関名： 東京大学  拠点番号： Ａ０８    
事後評価結果に対する意見申立て及び対応について   意見申立ての内容 意見申立てに対する対応 【申立て箇所】 「一方、大学院生の教育支援策として若手研究者、教員によるリトリートの試みがなされているが、全体の所属大学院生数に比して参加大学院生数が必ずしも多いようには見受けられず、教員の教育に対する熱意および意図は評価できるが、大学院生に十分に浸透していないように思われる面があるため、今後の更なる工夫が望まれる。」  【意見及び理由】 リトリートは参加数が多ければよいというものではなく、個々の研究に対してどれだけ深みのある討論ができるかが最重要である。本リトリートは、対象を、リトリートの教育効果が最も大きいと考えられる、大学院における自己の研究の枠組みが見え始める博士課程２年生に絞り込んで行ったもので、両専攻の当該学年の学生のほぼ全員が出席した。これに両専攻のＣＯＥ推進委員、ＣＯＥポストドクおよびＣＯＥ助手が加わって活発な討論が行われ、参加者からは有意義なリトリートだったと評価が高い。 

【対応】 以下の通り修正する。 一方、大学院生の教育支援策として若手研究者、教員によるリトリートの試みがなされており、教員の教育に対する熱意および意図は評価できるが、今後の更なる発展的展開を期待する。    【理由】 事業結果報告書からは、博士課程２年生参加が、ほぼ全員であったこと等の詳細は示されておらず、また、その有効性を踏まえ、拡充等を含め、指摘したものであるが、申立てを踏まえ、その趣旨がより明確になるよう修正した。   
  


